
　（別添７） 事業所名　グループホーム　あおば

2  目標達成計画 作成日：　平成　23年　03月　30日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する期
間

1 36

排泄介助時に入居者の羞恥心や尊厳に対す
る配慮が欠けている。

入居者が心おきなく排泄出来る環境づくり
を考える。

介助の必要な入居者に対しても排泄の準備が
出来たらドアを閉め、転倒の可能性がある方
についても、周りの人の事が気にならない程度
に少しだけドアを開けて見守る等羞恥心を感じ
ないよう配慮する。

１ヶ月

2 45

入浴日（回数）をホームで決めている。 入居者からの入浴希望があれば出来る範
囲で対応する。入浴が無理でもシャワー浴
や清拭で対応出来る場合は対応する。

入居者の希望（入浴時間帯）を聞く事から取組
む。現実問題として入浴を拒む入居者が圧倒
的に多いため、入浴は気持ちが良いと感じて
頂けるような介助を心掛ける。

２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


